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理し（第 6 章）、近代に特徴的な字体範疇「俗字」「略字」の内実を明らかにする（第 7・8章）。両
者は従来その区別が曖昧であったが、字体範疇「俗字」とは、かつては規範的な字体であったもの
で、近代においても印刷物などでも用いられる等、一定の規範性を有するものであり、字体範疇「略
字」とは、手書きにのみ用いられる非規範的な性格をもつものであるということを明らかにした。 
 終章においては、以上をまとめながら、本論文の意義と異体字研究の展望を述べる。 
 本論文は、従来用いられてこなかった近代の手書き文書、近代教育漢字字体資料を異体字研究資
料と位置づけ、その利用方法をあらたに提示し、異体字研究の方法的基盤を固めるものである。ま
た、ほとんど検討されてこなかった近代日本に通用する異体字の生成・定着・衰退の過程を明らか
にし、その要因を提示した。同時に、従来その区別がはっきりしなかった「俗字」「略字」などの
字体範疇の内実も明らかにした。この成果は異体字研究、さらには文字・表記史研究に大きく寄与
するものといえ、高く評価できる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
